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痛みの治療におけるデジタル治療 
2023年の統合的疼痛ケア 

 

GLOBAL  YEAR 

定義と現状 

デジタル治療(DTx)(「医療機器としてのソフトウェア」(1))は、デジタルセラピュ

ーティクスアライアンス(DTA)によって「高品質のソフトウェアプログラムによって

推進される、科学的根拠に基づいた治療介入で、病気や障害の症状を治療、管理、

または予防する」と定義されている。これらは、患者のケアと健康転帰を最適化す

るために、単独で、または薬剤、機器、または他の治療法と組み合わせて使用され

る(24)。痛みについては、DTxは通常、ソフトウェアを使用して痛みの知覚や生理

学的信号 (心拍数や血液酸素化など) を記録したり、睡眠や気分などの痛みに関

連した健康上の問題を管理したりする(14)。スマートフォンやオンラインアプリケ

ーションは、教育学や心理学に基づいたプログラム、チャットボットとの対話など、

治療に特化したコンテンツを提供できる(2,20)。ウェアラブル機器を使用すると、

痛みの軽減に関連するさまざまな運動やストレスなど（8,20,21）のライフスタイ
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ルパラメータを指針にすることができる。痛みの治療に大きな期待が寄せられて

いる DTx として最も一般的になっている治療は、熱傷患者の創傷治療中の急性

疼痛制御のためにホフマンらによって開発された没入型仮想現実 (VR) がある

(9)。それ以来、VR アプリケーションは、急性疼痛の管理や火傷による痛みやその

他の痛みを伴う医療処置の補助治療として強力な有効性を示している （6、12、

22、23）。最近では、VR が、腰痛（4）や子宮内膜症（15）などの慢性疼痛の長期

にわたる軽減を実現する可能性を備えた独立した治療法として登場した。VR やそ

の他の DTx が、副作用が起こりやすい薬物療法の選択肢に対して実現可能な補

助治療や代替治療を提供できるという期待は、最近の FDA の慢性疼痛治療用

VRデバイスの初承認に反映されている(3,4,16)。 

統合的健康に対する潜在的な利点 

Keefe らによって 10 年前に述べられているように(13)、DTx はいくつかの

方法で疼痛の転帰を改善する可能性がある（6、12、22、23）。複数の感覚入力

（触覚、音声、視覚）を利用するハイテク没入型DTxで観察されるように、痛みに関

連した運動パターンに作用することによってより大きな治療効果が得られる。例え

ば、顕著な運動恐怖症を伴う慢性疼痛障害において、安全な（仮想）環境で、過度

に保護された身体部分または失われた身体部分（例えば、ＣＲＰＳまたは幻肢痛）の

動きをシミュレートし、痛みに注意を向けないようにする方法が含まれる。さらに、

DTx は直接的な神経調節効果（6,22）だけでなく、気分の転帰を改善することに

よる痛みに対する間接的な効果（12,23）も持つ可能性がある。DTx の機会を利

用して治療アドヒアランスと個別化を促進する（20）など、DTx はエビデンスに基

づいた行動介入と統合して、より没入型で体験的な疼痛への介入を提供できる。



 

このアプローチは、そのような介入の有効性と長期的な利益を高め(13)、コストを

削減し、ケアへのアクセスを強化する可能性がある（17）。 

現在まで、DTx は主に単独の介入として使用されており、患者自身が希望するこ

とが多く、ウェルネス用途との境界線があいまいなことがよくある。医師は場合に

よっては、個々の DTx を推奨したり、デジタル練習シートや教育コンテンツを提供

するために DTx を使用したりすることがある。疼痛管理へのもう 1 つのデジタル

アプローチである遠隔医療の使用は、COVID-19 のパンデミックによって加速さ

れ（10）、対面ケアの代替として引き続き使用されている（18）。しかし、疼痛ケア

の統合的モデルの場合、DTx やその他のデジタルツールは、対面ケアと並行して

統合的治療の一部分として、患者が医療者と対話したりピアサポートを体験したり、

患者の進行状況を観察したり、対面療法終了後の自己管理をサポートできる。さら

に、電子医療記録は、特に学際的な設定において、医療者間でケアを調和させるた

めに重要である。テクノロジーの発展に伴い、DTx は臨床ケア、研究、医療政策に

影響を与え始めている(11)。 

潜在的な課題と今後のニーズ 

米国とヨーロッパでは、DTx の規制が強化されており、最初の痛み関連の申請は

すでに処方と償還が承認されている（11）。また、規制により、DTx のエビデンス

基盤を向上させることを目的として、臨床試験によるDTxの科学的評価のより高

い基準が導入された(25)。 

研究の場合、スマートフォンアプリケーションやウェアラブル機器を介したデータ収

集により、現実世界からの大規模で高密度なデータが得られることが期待される。

これにより、大規模な臨床試験の実行可能性が高まるだけでなく（19）、そのよう



 

なデータセットの分析により、痛みや介入における個人差についての科学的理解

も向上する可能性がある。アプリ開発者と臨床医は、この情報を使用して個人に合

わせたケアを行うよう努める。製薬会社も、服薬アドヒアランスを向上させるオプ

ションを検討するなど、DTx 分野に対して非常に積極的である（7）。こうした取り

組みが非薬理学的ケアとの統合を促進するかどうかはまだ分からない。 

急速で有望な発展にもかかわらず、ヘルスケアにおける技術ソリューションの普及

には、リソースの割り当て、倫理問題（プライバシーとデータセキュリティを含む）、

ガバナンス、電子スキルの開発、テクノロジーフレンドリーな文化などの課題があ

る（5）。 

他の慢性疾患領域と同様に、疼痛管理においても、個別化、アクセシビリティの向

上、およびより良いケアの可能性が重要である。ただし、DTx やその他のデジタル

ソリューションを対面ケアと効果的に統合するには、開発者、医療者、研究者、政策

立案者による共同の取り組みが引き続き必要である。 
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